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リン・ホワイトの主張（２）

「キリスト教の、とくにその西方的な形式は、
世界がこれまで知っているなかでもっとも
人間中心的な宗教である。……キリスト教
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は古代の異教やアジアの宗教（おそらくゾ
ロアスター教は別として）とまったく正反対
に、人と自然の二元論をうちたてただけ
ではなく、人が自分のために自然を搾取す
ることが神の意志であると主張したので
あった」。

リン・ホワイトの主張（３）

「自然は、人間に仕える以外になんらの存
在理由もないというキリスト教の公理が斥
けられるまで 生態学上の危機はいっそう
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けられるまで、生態学上の危機はいっそう
深められつづけるであろう」。

3.「エコロジーの神学」を
目指して
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1970年代以降のキリスト教の応答

1. 神の信託管理人思想の展開

2. 自然理解の再解釈

基本概念の拡張
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3. 基本概念の拡張

「神の国」「隣人愛」「正義」

4. フェミニスト神学からの問題提起

5. 米国・福音派における環境意識の高まり

１. 神の信託管理人思想の展開

ジョン・パスモアは『自然に対する人間の
責任』の中で、キリスト教の伝統の中には、
自然の支配者としての人間のイメージば
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自然の支配者としての人間のイメ ジば
かりでなく、自然のstewardとしての伝統

もあることを示し、「スチュワード精神」

（stewardship）の概念を導入した。

２. 自然理解の再解釈

ゲルハルト・リートケは、エコロジーの視点
から旧約聖書を解釈し直した。自然と人間
の関係を問う際に 創世記だけに注目す

18

の関係を問う際に、創世記だけに注目す
るのではなく、他の箇所に、とりわけこれ
まで見過ごされがちであった詩編や智恵
文学にある自然描写の多様性に目を向け
させた（『生態学的破局とキリスト教』）。
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３. 基本概念の拡張（1）
伝統的な「隣人」の理解
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隣人

非隣人

自己正当化

３. 基本概念の拡張（2）
「隣人」「正義」の拡大

非隣人

自然世界

動物
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隣人隣 人

動物
Justice

Eco-justice
Environmental Justice

４. フェミニスト神学からの
問題提起
エコ・フェミニズム

人間による自然支配と、男性による女性支配の間
にアナロジー（類比関係）を見出す
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にアナロジー（類比関係）を見出す。

黙示的終末論への批判

現在の自然環境は破棄され、新しい天地が到来す
るという考え方は反エコロジカルではないか。

生と死の二元論への批判

「最後の敵として、死が滅ぼされます」（一コリ
15:26）

生と死の不可分性：食物連鎖、アポトーシス

5. 米国・福音派における
環境意識の高まり

福音派（Evangelicals）とは何か？

中絶、同性愛問題への取り組みを共有する
宗教保守勢力

福音派の従来の態度

強い終末意識（千年王国思想）のため、環
境問題には、まったく関心を示さなかった。

近年の急速な変化
National Association of Evangelicals 
(NAE)のRichard Cizik (元 Vice 
President)を中心に環境問題への取り組
みを始めている 22

様々な日常的取り組みの必要性

教育的解決
環境教育、社会での
啓蒙活動
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政治的解決

技術的解決
環境負荷の低いテク
ノロジー開発、代替エ
ネルギーの開発

法規制、環境
税の導入
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